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統合失調症入院患者の唾液分泌に及ぼす因子の解析
―分泌量と服薬・病態との関連性について―
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概要：精神障害者，特に統合失調症患者の多くは，抗精神病薬や抗コリン剤など副作用として唾液分泌を抑制する薬剤
を服用しており，唾液分泌の減少，う蝕の高罹患率，口腔内細菌数の増加が指摘されている．そこで，全身状態および口
腔内環境の実態調査を行い，唾液分泌に関連する因子についての分析を行った．
対象は，慢性期病棟に入院中の統合失調症患者 83 名である．唾液分泌量は，安静時・刺激唾液分泌量を測定し，分泌量
の低値を示す者と示さない者の 2群に分け，病態や服薬との関連性について検討を行った．
唾液分泌量を計測した結果，唾液分泌量の低値群は，安静時 35.8％，刺激時 81.8％であった．安静時・刺激唾液分泌量
について，それぞれ減少群と非減少群に分け，精神症状の重症度，薬原性錐体外路症状の重症度，服薬量の差を検討した
が，有意差は認められなかった．
唾液分泌の減少に関与する要因を検討するため，全身状態や服用薬剤などの因子について多変量解析を行ったところ，
唾液分泌量の減少には抗精神病薬以外の薬剤の服用が関連していた．
統合失調症入院患者の口腔内は，安静時・刺激唾液分泌量ともに低値を示す者の割合が多く，口腔乾燥への対応の必要
性が示された．また，唾液分泌を減少させる要因として，単に抗精神病薬を服用しているだけでなく，利尿作用や抗コリ
ン作用などを有する薬剤を併用することによって唾液分泌抑制の症状が強く表れることが示唆された．
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緒 言

わが国の精神障害者数は，平成 17 年 10 月に厚生労働
省が実施した患者調査1）より，約 303 万人と推計されて
いる．そのうち，入院治療を受けている精神障害者は約
32 万人であり，統合失調症患者はその 6割～7割を占め
る．
精神障害者，統合失調症患者の多くは，原疾患の治療

のために複数の抗精神病薬を服用しているだけでなく，
副作用として出現する錐体外路症状を抑制するための抗
パーキンソン薬，合併症治療のための薬剤など，多剤服

用している者も存在する．また，口腔内環境は，唾液分
泌量の減少やう蝕の高罹患率，口腔内細菌数の増加など
が指摘されている2）．その原因として，全身状態や服用し
ている抗精神病薬などの因子が関与していると考えられ
るが，関連性は不明である．
日本における精神保健福祉対策の流れとして，新障害

者プランに引き続き障害者自立支援法が施行され，精神
障害への対応が，入院（措置入院を含む）治療からグルー
プホームや在宅サービスなど地域社会へと移行してい
る．入院治療を受けている統合失調症患者のうち，約 7
万人が地域社会での受け皿が整えば，在宅やグループ
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